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部門 応募 最優秀賞 優秀賞 特別賞 奨励賞
設計 13 点 1 点 3点 1 点 該当なし
調査・計画 3 点 該当なし 1 点 該当なし 該当なし
マネジメント 3点 該当なし 1 点 該当なし 1 点
計 19点 1 点 5 点 1 点 1点

作品の応募と選考結果

選考委員

①千葉湊大漁まつり ②バーべキュー ③みなとの屋台 ④展望レストラン ⑤野外レストラン（ビアガーデン） ⑥みなとのフリーマーケット

作品概要
作品名─── 千葉港地区における公園からの賑わいづくり
対象地─── 千葉県千葉市中央区中央港1丁目地内
発注──── 千葉県：千葉ポートパーク
　　　　　　　千葉市千葉ポートタワー、千葉みなと港湾緑地
事業期間── 平成24年度~平成33年度
施設概要── 千葉コートタワー　 敷地地面積：1,680㎡
　　　　　　　　　　　　　　　 塔：鉄骨造り、高さ125m
　　　　　　　　　　　　　　　 施設：ホール、展望室、売店、レストラン等　　
　　　　　　　千葉ポートパーク　　 敷地面積：266,700㎡
　　　　　　　　　　　　　　　 施設：広場、野外ステージ、展望の丘、ビートプラザ等
　　　　　　　千葉みなと港湾緑地　敷地面積：16,768㎡
　　　　　　　　　　　　　　　 施設：ウッドデッキ、広場等
事業種別── 千葉ポートパーク　　 指定管理者
　　　　　      千葉ポートタワー　　 指定管理者
　　　　　      千葉みなと港湾緑地　 受託管理者

作品評
　応募者は、公園に関わるランドスケープアーキテクトとして、当該地域全体の植物・
建築・施設・設備の現状を的確に把握して、長期的な視点から育成管理、保守更新計
画案を作成し、設置者に提案して計画的・長期的に実施している。また、公園内で販売・
飲食事業を積極的に行うとともに、各種イベントを開催して利用者サービスを向上し、
こうした事業によって得られた利益を、維持管理費に充当し、公園に還元している点
が評価された。
　公園マネジメントへと領域を広げている点も評価されたが、プレゼンテーションに
対する意見もあり奨励賞となった。

奨 励 賞

千葉港地区における公園からの賑わいづくり
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　千葉みなと地区は、京葉臨海工業地帯を物量から支える千葉
港の一角にあります。この地区には、千葉ポートパーク、千葉
ポートタワー、千葉みなと港湾緑地があります。当社は、指定
管理者・受託管理者としてこの３つの施設の管理運営を行って
います。植物の維持管理、建築・施設・設備の保守管理、施設
供用業務等を行います。さらに自主事業として、飲食事業（レ
ストラン、野外レストラン、ビアガーデン、バーベキュー、み
なとの屋台）、販売事業（お土産店、コンビニ）、催事（フリー
マーケット、コンサート、パフォーマンス、体験教室等）を実
施しています。これらの事業によって、公園の魅力を高め、集
客を増し、地域の賑わい創出に取り組んでいます。
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　CLA賞は、会員の優れた作品や業務を顕彰し、協会内部だ
けでなく広く社会に紹介することを目的として設けられたもの
で、ランドスケープ分野のプロフェッショナルが行った仕事を
プロが評価し、表彰するというシステムに特徴があります。
同時に、応募者は自己が実施した業務の成果について、改めて
応募資料という形に取りまとめることにより、個々の業務の再
チェック、すなわち自己研鑽と品質保証の一翼を担うという面
からも意義あるものと考えております。
　今年度は、昨年度の制度改訂に沿って、作品募集を 4月半
ばに発表し、7月末を期限として行いました。その結果「設計」
「調査・計画」「マネジメント」という 3分野で、15社から 19
作品の応募となり、昨年度より約1.6倍増という結果となりま
した。時間的余裕をもって応募資料の準備ができるため、作品
募集期間を見直した成果は確実に功を奏しているようです。応
募くださった皆様に厚く御礼申し上げるとともに、会員各社な
らびに技術者皆様のより一層の社会への貢献を期待いたします。
　今年度応募された作品は、例年と同様、非常に多様な領域か
らの作品が多く、ランドスケープの領域がますます拡大してい
ることをあらためて実感しました。各委員は、事前に配布され
た応募作品の資料に対して募集要綱に示された 5つの視点（①
独創性・新規性、②社会的課題解決力、③市民・ユーザー評価、
④プレゼンテーション力、⑤ランドスケープ職能への貢献度）
から評点を付け、選考会当日に集計しました。
　選考会では、こうした集計結果を参考として、改めて作品毎
に賞を付すにふさわしい作品か否かについて討議し、8作品が
検討対象として残りました。次に、ランドスケープの新領域を
広げる作品、新技術や新しい提案等の視点から、再度対象作品
を検討しましたが、先の 8作品以外に新たに追加されるもの
はありませんでした。最後に、この 8作品について検討し、最
優秀賞1作品、優秀賞5作品、特別賞1作品、奨励賞1作品
を選出いたしました。
　どの作品もプロジェクトに対して真摯に取り組み、様々な課
題を解決するための手法としてランドスケーププランニング、
デザイン、マネージメントが展開されており、そうしたコンセ
プトやプロセスに係わる部分が、丁寧に、かつ解りやすく表現
されたものが高く評価されました。今年は特に、応募者がラン
ドスケープアーキテクトとして、そのプロジェクトの課題解決

に際してどのように働きをしたのか、という点について議論が
集まり、そのことを具体的かつ解り易く解説しているプレゼン
テーションが評価されました。
　社会に対してランドスケープという職能を如何にアピールす
るかが今日の造園界にとって大きな命題です。それぞれのプロ
ジェクトが抱える課題解決を丁寧に行っていくことは言うまで
もありませんが、多様な分野とのコラボレーションやこれまで
にはない分野や発想とのイノベーション、そして、より多くの
人びとの共感と関心を引き込むアウトプットを世に送り出し続
けることが重要であると考えます。CLA賞はそうした意味か
らも、単なる顕彰制度にとどまらず、ランドスケープコンサル
タントの様々な技術力向上に繋がるとともに、社会へアピール
する材料として活用されることも含め、会員企業や技術者の皆
様の糧になることを願って、選考結果のご報告といたします。
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